
」と茶の湯

A5半 J。 332]買 //,己価 6,720円 (つ毛込 )ISBN978-4-7842-1693-2

明治維新で価値を落とした茶道具は、どのようにして美術作品として再評価されるようになつたのか ?

千利休と岡倉天心に注目し、近代美術史の視点から、明治以降の茶道具の評価を捉え直す。

美術作品と茶道具の境界線を問う、革新の一書。

言葉と人とモノ

序 論  「美術」と茶の湯
「美術」と「工去Jのはざま / 「ネ物記」と「伝来」
/ 束京と京相∫の茶の湯

第 1部 茶道具評価の変容

第 1章  日本美術史における茶の湯

美術史吾説における茶の湯 / 造形論と「わび」 / 茶
人の審美緻

第 2章  文化財指定と茶道
≧ 術」と趣味世界の境界一

日|ヨ 宝陶舷器における中IL.l・ i引 鮮とH本の差 / 指定制度
における茶碗と茶入の差共 / 力ぐ室・徐・茶掛に見る文化
lRIの領城

第 2部 茶の湯の文化価値の創出

第 3章  明治期の文化論 と茶
島

湯
こと東洋文化の相克―

欧米人の兄た日本文化一モースとフェノロサー / 夏日漱
石の抹茶趣味批判 / 岡倉党二とH本 文化論

第 4章  『茶の湯』
瑠罪事撃雪謝茎術論 との関係から一

岡倉党■と茶の湯 / 『茶の本』の成立と構造 / 「不
完全」と「美への殉教」

第 3部 理論整備 と作家制作

第 5章 「 美御
■

本 翼雇渾ゼ詔 経堅耕現基 の茶道具論―

今泉雑作と陣」磁朴研究の中府1期 / 今泉雄作と高橋義雄の

茶道具論 / 陣」磁黙つF究会の茶道具論

▼2013年 7月1刊行
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第 6章  「美術」作
          と香取秀真―

板谷波山の茶陶 / 呑収秀真の茶の湯爺 / 茶道具制作
と束京美術学校

第 4部 茶道具の「美術作品」化

第 7章 近代の千家道具  一千家 と楽焼 。永楽焼一
千家道具と膊覧会 / 楽焼と「美術」 / 永楽家と千家像

第 8章 茶碗イメージの変遷
山》《卯花培》《大黒》一

本阿弥光|)と と 《不 E_1111》  / 桃I山 陶磁と 《Jll花培》 /
利休論と 《大無(》

第 5部  「芸術家」利休の誕生

第 9章 日本美術
鳥振動|,鳥疹淀≧昭乗から千利休ヘー

「美術」と小堀速州の意匠 / 松花堂昭乗の茶道具と絵画
/ 長谷川等伯と千利休

第10章  『茶の本』の影響  ―利休再生と美術論―

昭和初期における利休像の再生 / 昭不H期 の陶磁器論と
「不完全」の美 / 戦後における茶道論と「生の術」

第11章 戦後の茶道具論     一定式化 と懐疑一

戦後の美術史 / 茶道具の公P/1と 研究 / 茶の腸の歴史
の体系化 / 「伝統」と「前作F」

結 論 言葉と人とモノ

総括 / 日本美術における茶道具の特果性 / 茶道具論
の特徴 / 「美術」の役害1 / 課題と般望

付表 :総合年表・茶道具文化財指定年表

ヒ″/_/～ /～/_/一 /一/～/一ノーノー/～
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野村得た の文イL違左
野村美術館学芸部編
)ナ 4司 美術付J「 設立10)ド」十二Fiじ念出す阪 J「本Ji(売 券を中核と十る」,相 グれ―プ
♂)御 lttrlイ・‖F村徳 し(11庵 )げ )文 化イξ助に1,に 点をり帝て、各分J予 の第 人
イが1計術文身この

'レ

で主とy)る 伝記 19馬 1年発行の『」千本J得庵』↑ i巻以
卜午

“

Fた にイと卯′さオ「た史卜十ふ(Dザ 淀新の研
′
ブとりJ向 をあ、まえ、新たれイ与)4_・ 像を

,ど ′1■ 1~アう: 1文十11皮ヤ多オt
>A5判・470頁 /定価 3,150円         ISBN978-4-784217014

近代茶道 の歴史社会事
田中秀隆著
「々 ギヽざ史十ヒ【lイ 土)fイ (に ド 已変

'ド

に町にりJし た文化
~C力

)る 」とσ)ユエイヽ恭iと

たよテヽ一tど に )ヽと
ア)き 、 ":イ (|1引妹σう文十ヒ杓勺アイデン|テ ィディの子Lル比1性地

1白|か ら、 ホd生 が |イくσ)「 l_ヽ ″ざ́虻化」 (と して1恕 次|(ヽ オ化る にう|こ オ直イったID

PI1 41七 祭する
>A5判・454頁 /定価 6.825円        ISBN978 4 7842-1377-1

復活 プ不味 /Ak大国条
逸翁美術館編   ノ(林一 三 が 資 した大 名 茶 人 松́ 平 不味
小オホ  !('生 翁)が 丁ぶ )蟹 した人イ1木 ノ、でiら る、 第7代 HIIザi松 IⅢ絲ィ常
|:松

｀
「 イ(11( 17イ ¬129(1951)イ :|、引坂北(イ 貨lfの 占 Iと

'「

「往fを 17jげ て研〕‖liさ

オた 「イく1米 をヽ大μ‖祭」で出占||さ おしたイ4〔 I古 |を 1心に、 イ〔llk遣 愛のイIド|||で

洋)る 「tl引‖i掟‖」t」 H文 ‖tのイ,TI、 及び逸翁がHk朱 したイく1味 作III,を カラー
ご〕〈保 と́、逸翁の木|と 租に迪る
レA4判・84頁/定価 1,050円        ISBN978-4-784216857

※茶 の湯文イことノ|(林一三
逸翁美術館編
1仮急束

′
にグル‐―ブ

Iを
起こと、りl汗 干・ )(:・ Yイ ¬0)実 業ツトで,舌解した小

林 :ユ 丈た「近代数省十」としてイ准カツだiT珪 ‖ミで川文44_さ ォR′ た‖シ)ヾ /1N rJ

レクションは、ての選′志で逸翁 J_術 郎|に受 |)糸Lがれた。本ⅢⅢでは、小
林 ―i(逸 6)の 1性 界を「茶逆とのイ1会 いJ「 逸翁げ)木 ‖典イJ「 逸Gを 木友」
「逸翁の恭道例 J「 逸翁のIし た本迪卜」にそつて紹介ド
レA4判・148頁 /定価 2,000円        ISBN978-47842-1485-3

※茶道 と企の閃係史
岩井歳樹著
「恋は茶とのオ∴判

'に
反するJと された一イド崎JЧ  郎の随竿にある町味

深い一飾をきっか|)に 、悲欣と恭道の 判係を木祥や木会記に探る.茶
会の1引 物ヽのほか、木道ナtの 銘にL意 された「なJを紹介し、な tど恋歌が
||1題 とオドリ、土たイl_われることく)あ つたのかを )IEフ かに十る 【目次】
木ギ1中 に

'と

られるなへのi=説 /なの木会/銘υ)1怪界/な とは仲「か ?
>A5判・232頁 /定価 3,990円           ISBN4 7842¬ 313-9

※建築史論乗
中村 昌生先生喜寿記念刊行会編
H木赳集の IIN l_白 イリ伝統を測iく 把伴 してこそ、新 tン い +代 の姐集を洵l壮

できるととた赳!集 地半 71泰 |ヾ・ 中付1平 L氏 (京都 Lttlnt縦 入学
/rl誉

教
1受 )の ド|´イ「を iじな し、点陣〕を受 t)イ ,「 ,女 を上れてきたイフF究者た らがオリ

ジナル論文を1+生 ,布 :ジ6 子社4猟/米 生/建集生デイiJ_・ 判
`市

起/近代

議座 日本茶 の湯全史 [全 3基 ]

茶の月文イし学会編
木のユ歩,文化学会御l立 20川 年れ」念出版 中 吐から毘こ代 主で♂う方(の湯を通
覧―]る 、まったく新 しい肌I乱「十 1子イ(を蝙り)り にしな力●っケ世′る木編と、
於のイ場のFl叫 /1N要 素を1と 史として兄)二十11,1行から成り、各巻には時代
別の慨IJと とつF究 の手〕|き 、参考虻状をlbi'、 イ

'Fケ

七「沢llllを 鶉!示すること
で深く恭の湯イリF究 を芯す人にとつてハンドブック的映索モリ特たせる、
>46判・平均330頁/各定価 2,625円  ζ第2巻tま賢 /J牢激Py庁刃砂

近く数寄者のネ ットワーク
斎藤康彦暑         茶 の場 を 災 した 史共 家た ち

‖1橋義カイと、1」 t引【井 劇∫、小林  i/ド ど、W二 代:に 来家と木の,テルに1川 わる
iltれ るエビツー ドの紺イ介では′ドく、従来芹niア ,十ちオなかった恭会卍無で
汐)る『茶会記』のデータ分J「 を拘として政ツト・1ド ‖・ に柴界を1(円「する
ネットワークをれli l ilす る
レA5判・308頁/定価 4,200円         IS8N978 4 7842 1603 1

-茶会記 をひtと く―逸翁 と茶会
逸翁美術館編
逸翁(小林  1)は、箕山iイデ馬「L気伏,h(イたのWイ を4よ 鉄)を 1に 火した 10イ (

前半唄、木iこ の山「となるたT家 のプを)レ ザt ti(,T:と 出会い、 4く 1杵 白イザに方(
人としての|こ を歩みタイ↑める,木 の渉を′)||1介 いや、

"I代

l lt.li竹 !に て
げ)歩みを、アkさ れた木会 iじ をひモ)と されが二少オー′レカラーでⅢ!デっかに
t´ ていく
レA4判・92頁/定価 1,050円         ISBN978 4 7842 1626-0

民 象 密 t嵐 橋 無 庭 日記 [全 9巻 ]

太濱徹也・熊倉功夫・筒井紘―校訂
“
'[代

木迪扱吹の弟 人者"と されたドヽtri4件庵 木 1年 は、その朴庵が
itlし た

'1治

45年 5)J力 立,大 ti10イ 116ナJま でt/1 記 こ与)る  政治・経済
。文イヒ。l_術 ・共1ヒ オビど多 lxに わたる■|ツi、 虹には )り

「′ド人と♂)交流を
縦った 大メモリール.最終巻には狗イ

'と

,総イリをイヽ1寸 I

【最終巻 未刊】
レA5判・平均450頁 /既刊 (8冊)揃定価 69,300円

※近世束焼 の研究
岡佳子著
りL!+代から,]:戸 寺代末まで京帝bで 焼かれた悦き4勿 の窯業的な生退
を、文状史中と1日 :資料 (こ kっ て )Iら かに t、 そ工に」I々 卜Jイ iイ 占・,と

形忙 ・奥|1獅川・仁阿弥述八など束焼のイI liた ケッの/i)に と作|キ |を位
,r士 づ|)、 近 に京悧

`の
特質を

'1確

にし́た MJ来 ♂)ltttυ )系 #|や 産柴的な
展 用、受容用のrl Jり 方などの bと ′ギよから京比の ll史 をケと二した ド
レA5判・434頁 /定価 6.615円        IS8N978-4-784215584

近く 日本 にお ↓する書への唄差 し
高橋利郎書          日本 書 道 史 升〔成 の 軌 跡
:毛 年でコ,カ サ1′ た内年の文

′
卜FF料 が、 )とこ代に 「「十J として十屹肘イ、Jl)ら オt

ていく過FIと を、 1適 史に 用十る||1版 をは じめ、
′
寸i物 |〕耐査や上ぐ覧会の列

ill、  文化ナ1オ ∫句拒上の法行から保 り、)三 代にお |)あ I十 11丁 史)形 成げ)‖りとl・/1(を た

どる ,[代 数
′
l予イが Tl、 的に |キ跡を鮒t(す る叫について )ヽ考 祭 し、彼 デ)

tJと 集に )́い Cの 1 54itti

>A5判・590頁 /定価 9,450円

周倉天(のたL較文イL史的研究
清水恵美子書       ボ ス トンで の 1舌動 と去術 足 捉
り〕汗|+イ にヽた術分野で‖印した思想家・同倉党二(天′い)の 、ポストン

でのイf千 flllに 無|ホミをあてて考察し、 ‖‖定化され ,打こ布さヤしている
「

11倉 天
心J像 を 下検証十る 著者がアメリカでイJっ た丈市民資料調査に kt,ぢё
兄した新出資料を期A使 し、 J帝 時の文化的状況や美術・演際1な ど後 R的
なれと庄か|)の アフ ローチを通 じ、 ḱり

'体
的な解釈を試みる

レA5判 ・548頁 /定価 11.235円        ISBN978 4 7842-16055 >A5判 ・508頁/定価 8,190円

京都 伝綻工去の近代
並木誠土・清水愛子・青木美保子・山田由希代編
京イ|∫ における、他の地域とは ,tな る側 白「をイ丁する 「近代Jに あつて、  雁史イ;∫・京‖;は 、近イ(に 大きく変わった求らであった一―「 ,1と 代υ)

夫術・ に去がどの (kう 布変容をとけ
ゞ
てらよ代にいたつているのか 大き 方(イ ;に はつ「究キl像 任オドる i■ IJな ネ羽か夕唯ぺ1榎 にあ/1 4く

|二 |す 、)|(祁 と

く「沖チ外との交流J「伝統を‖「

',F」

「 1_去 と絵 山「」「伝統 |と 共の場」♂) い う相;市 をどc7/kう に‖用化できるのか、ギ年,d‖ ■ll殊イにを馴程に入

机点から、様々/kNト ヒックスや人4勿 によつわるエビノー ドを原り |げ  オRな がら、近代史を中′とヽに分lT/を 超えたイリケとイた ″,が 多数参力|し ワ)柱

概観する.                            琢庁fし た京‖
`大

学 人文科ヰ研究ナ)千 。
)に 「劇イ)F究「

,正代京相;イリF究 Jの 成舅t

レA5判 ・300頁 /定価 2,625円        IS8N97併 4784216413 レA5判 ・628頁/定価 9,450円         iSBN978-4-784214136

をll kり を∫く文十ヒ嚇t悦を総合的に論じる
ISBN4 7842 1202 7 >A5判 ・304頁 /定価 5,040円

夕

・

ン
話

ビュー・エッセイや新刊情報を掲載 した広報誌

fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。※印の

丈人世界の光とと古都余良 大禾日の生き字引りに木巽太郎
久竪島浩・高木博志・高橋一樹編
″二代奈Rにおいて水木メ太円;(18651938)に

'〔

り形止Ⅲれた水木コレ
クシ:Jン を i「 企分

'「

末羽とに、「イ＼止・ち「′|■ ・ウこ:与 iけ と。IJ/_・ )と 術
史・J也 J世■件にわたる■1弁 r殉 オド 1 多岐

「
わ/ア〔)・ 1レ クシコンの)形

ヵえ,「巴1!や H又 朱意IXIア )も つナ7:史 山勺と,こ を山イⅢl 11上上||)1lt俗  牛物虫件C♂ )

ナに 司イ〕Fクヒげうナ成明と

近代京都研究
丸山宏・伊徒勉・高木博志編

ISBN978-4-7842-1595-9

『鴨東通信』 を年 4回 無料でお送 りしています。

は外函 ・カバーに汚れ・傷みが ござい

ISBN978-4-7842-1481-5


